
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































段階 鉛原料の産地 供給材料の形態 柚・ガラスの製造工程
1 外国
Ha国内（長登ほか） 方鉛鉱 方鉛鉱をそのまま粉砕使用
nb 方鉛鉱もしくは金属鉛 鉛丹を製造の上，使用
口C
国内（長登）
鉛丹もしくはプリット 鉛丹もしくはプリットを使用
皿 国内（対馬）
　（82）
ラスなどの分析によって，12世紀後半頃になるとカリウム鉛ガラスが使われるようになり，鉛産地
としても対州鉱山産のものが用いられていることが判明している。対州鉱山産の鉛自体は，遅くと
も9世紀から使用され始めているが，それがガラス生産にも及んでいったことが窺われる。
　奈良時代のガラスが高鉛含有の鉛ガラスで，ガラス玉を中心にしているのに対し，この12世紀の
ガラスはカリウム鉛ガラスで容器類などが多いようである。この点からは，11～12世紀頃にガラス
生産の大きな変質が存在したことが読みとれる。陶器類に施される鉛紬は高鉛含有であり，あるい
は12世紀頃のカリウム鉛ガラスの出現と入れ替わるように鉛紬の施紬技術が消滅へと向かうのか
もしれない。それはまた，紬薬やガラス原料としての鉛の産地が，長登周辺から対州鉱山へと交替
するのと連動する可能性が高いであろう。
結語
　今回の一連の調査により，日本古代の三彩・緑紬陶器の紬薬に関して，各産地の製品をかなり網
羅的に鉛同位体比分析の対象にすることができた。その成果を基礎にして本稿は検討を進めたが，
その主な結果を改めて列挙すると，以下の通りになる。
　まず，奈良三彩・平安期緑紬陶器では，いずれも鉛の同位対比がほぼ集中する値を示し，長登鉱
山産の鉛を用いていたことが明らかとなった。それは，古代銭貨の大多数や古代鉛ガラスの鉛同位
体比とも一致するものである。また，今回は新たに分析を試みていないが，従来の研究成果を再整
理してみると，紬薬の化学組成は産地差があり，年代に伴って変化を辿る点も指摘できた。このよ
うな点から考えて，鉛紬陶器の紬原料調達やその調合には，個別生産地を越えた国家的な関与が存
在していたことが窺われた。
　さらに，日本古代あるいは中世初めにかけての鉛紬や鉛ガラスの原料調達の変遷については，推
測部分が大きいが，次のような段階設定を見いだすことができた（表1）。
　1段階（7世紀第3四半期頃の短い期間）　海外産鉛原料による国内生産の段階。
　Ha段階（7世紀後半～8世紀初め頃）　長登鉱山を初めとする国内各所の鉱山から原料供給を受
　　けて，生産地で方鉛鉱を直接粉砕して紬（あるいはガラス）原料にする段階。
　Hb段階（8世紀前半～9世紀初め頃）長登鉱山周辺から方鉛鉱あるいは金属鉛の供給を受けて，
　　生産地で鉛丹を製成して紬（あるいはガラス）原料にする段階。
　Hc段階（9世紀前半～12世紀前半頃）　長登鉱山周辺などから産出された鉛原料をもとに鉛丹あ
　　るいは鉛紬ブリットなどが製成され，その供給を受けて紬（あるいはガラス）を生産する段階。
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　皿段階（12世紀後半頃以降）　対州鉱山などから鉛ガラス原料の供給を受けて生産する段階。
　このうち，1・H段階が高鉛含有のガラスや鉛紬であり，皿段階には鉛カリウムガラスになり，
鉛紬は消滅することになる。ただし，年代観はあくまで暫定的なものであり，今後の検討を要する
ところである。
　いずれにしても，今回の鉛同位体比の測定と，それを含めた化学分析結果の再検討の結果，鉛紬
陶器生産に不可欠の紬原材料調達の側面がかなり明らかになり，生産体制などを考える上でも貴重
な材料を提供したものといえるであろう。
　最後に，今後の課題を3つ挙げて，欄筆することにしたい。まず第1には，7世紀代の鉛生産の
実態解明や11世紀以降の緑紬における原料産地の問題など，本稿の仮説を検証することがなによ
りも必要な点が挙げられる。
　第2に，今回は紬薬を中心に検討を試みたわけだが，なかなか難しい側面ながら，三彩・緑紬陶
器の胎土についてもさらに自然科学的な側面からメスを入れる必要がある。胎土の分析については，
既に試みられている微量成分だけでなく，今回の共同研究でも一部試みられたように，含まれる微
量元素の同位体比分析など新たな取り組みがなされれば，それによって産地同定などにも寄与する
ところは少なくないであろう。
　第3として，今回の鉛同位体比分析は基本的に国産の資料を対象としたが，海外から日本にもた
らされた三彩・緑紬陶器には，産地比定の上で大いに鉛同位体比分析が威力を発揮するものと考え
られ，そのような資料の分析も今後進めていくことが必要である。
　〔謝辞〕　本研究に当たっては，各機関，各氏から分析資料の提供を受けた。特に，山崎一雄先
生からは貴重な資料を数多く御提供いただき，また齊藤孝正氏には東海地方各地の緑紬陶器窯出土
品のサンプリングで随行いただくなど御援助を受けた。ここに，記して厚く御礼申し上げたい。
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紬陶器生産」『日本の三彩・緑紬陶器の生産と流通』愛
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（3）一高橋照彦1994c「平安初期における鉛軸陶器生
産の変質」『史林』第77巻第6号。同1995a「「平安初
期における鉛粕陶器生産の変質」補論」『中世土器研
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俗博物館研究報告』第71集。同1997b「出土文物からみ
た平安時代の儀礼の場とその変化」『国立歴史民俗博物
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AStudy　of　Tricolored　Glaze　and　Green　Glaze　from　a
Scientific　Research
TAKAHAsHI　Teruhiko
Viewpoint　of
In　this　paper　the　results　of　scienti丘c　research　on　Japanese　tricolored　glaze　and　green　glaze　were
summarized　and　their　historical　meanings　were　considered．　Lead　isotope　ratios　of　tricolored　glaze
in　Nara　period　and　green　glaze　in　Heian　period　were　centered　on　a㎞ost　1血e　same　point．　They
were　also　the　same　values　as　most　of　ancient　coins，　KochoJunisen，　and　lead　glass，　so　the　raw
materials　were　fb皿d　to　be　supphed　from　Naganobori　mine　and　its　neighboring，　Yamaguchi　Pref．．
　　　The　chemical　compositions　of　the　glazes　were　d江fαent　in　each　manufacturing　area　and　they
varied　accord㎞g　to　the　age．
　　　The　supply　of　the　raw　materials五）r　lead　glaze　or　lead　glass　was　divided　into　fbllowing　stages；
　　　　1．（ashort　term　of　tlle　third　quarter　of　7C．）Glaze　was　produced　with　foreign　lead．
　　　II　a．（the　latter　half　of　7C．　to　the　early　in　8C．）1ead　ores，　galena，　were　suppned　fbrm　some
Japanese　mines，　e．g．　Naganobori，　alld　at　the　manufacturmg　sites　it　was　shattered　fbr　materials
of　glaze　or　glass．
　　　II　b．（the　first　half　of8C．　to　the　early　in9C．）Galena　or　metal　lead　were　suppUed　from
Naganobori　mine，　and　at　the　manufacturing　sites　minium　was　made　fbr　materials　of　glaze　or　glass．
　　　II　c、（the丘rst　half　of　9C．　to　the五rst　half　of　12C．）Minium　or　lead　glaze　frit　was　made　with
the　raw　materials　collected丘om　Naganobori　mkle　and　solne　other　mines，　and　it　was　supplied
for　produc60n　of　glaze　or　glass、
　　　IH．（From　the　latter　half　of　12C．）Glaze　was　produced　with　lead　glass丘om　Tbjshu　mine，
Tsush㎞a　Island，　Nagasaki　Pref．
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